
予
･

ユ

キ

由

一

ご
-

て

｢

′

ヽ

■

㌣

丸

-

一

環

｢

ヽ

ノ

樋

】

R
u
r

白
月

信
用
理

論
と

乗
数
理

論
一

＼

H

信
淵

創
題
理

論
と

乗
数
理

論
と

は
､

そ

れ

ぞ
れ

如

何
な

る

意

味
漕

も

ち
､

ま
た

そ

れ

は

相

互
に

如
何
た

る

関
係
に

立
つ

も
の

で

あ

ろ

う

か
｡

こ

れ

に

つ

い
■
て

､

高
田

保

馬

博
士

は

次
の

如

き

極
炒

て

示

唆
に

富
む

見
解
を

述
べ

て

居
ら

れ

る
｡

一

.
感
に

は

云
い

が

た

い
▼
事
で

あ

ろ

う
が
■､

蓬

韓
乃
至

露
営
資
金
が

市
中

鉄
行
の

信
用

創
造
に

よ

つ
■

て

ま

か

た

わ

れ

得
る

と

俵
愛
す
る

｡

そ

う

す
る

と
､

こ

れ

が

貨
幣
蟄
超
乃
至

物
債
騰
貴
の

側
に

ど
れ

だ

け
の

作
用
を

も
つ
′
か

に

つ
一

い

て

ほ
､

充
分
た

分
析
が

な

し
と

げ

ら

れ
て

い

る

と

云

い

が

た

い

の

で

ほ

た

か

ケ
っ

か
｡

こ
■の

信
用
創

造
と

乗
数
理

論
と
の

聯
絡
如
何

｡

市
中

銀
行
の

信
用

創

造
と
竜

わ

れ

ぅ
も
の

が
､

一

面

か

ら

見
る

と

貨

幣
(

中

央
銀
行

信
用
の

意
味
に

お

け

る
)

流
通
の

一

様
式
と

し
て

の

み

見
ら

れ

る

も
の

で

あ
り

､

乗

数
理

論
そ

の

も

の

が

す
で

に

そ
の

作
用
の

す
べ

て

を

含
め

る

も
の

と

考
う
べ

き
で

為
る

か
｡

所

謂
銀
行

組
織
ま
た

は
一

集
圃
の

銀
行
に

よ

つ

て

行
わ

れ

る

と

云

う

信
用

創

造
は

､

■
か

か

る

面
を

も
つ

の

で

は

な
い
■
か

｡

私
は

こ

れ

に

然
り

と

答
え

た

い

意

陶
を

抱
き
つ

つ
､

今
の

場
合
こ

れ

に

草
間

的

分
析

を

加

え

得
な

い
｡

{

福
田

保

爵

卦
『

イ

ン

㌃
エ

シ

ョ

ン

の

解
明
』

三
九

真
)

75

さ

て
､

博
士
の

か

か

る

見
解
に

封

し
て

､

信

用
■静
粛

と

乗

薮
理

静

わ

れ

わ

れ

も

ま

た

こ

れ

と

全
く

同

様
の

見
席
を

抱
く

も
の

で

あ

る
｡

け

だ

し
､

わ

れ

わ

れ
の

∬

∴
-

り



∂∂



9
-

5

⊥

シ

ご
∴

/

･

r

ノ
ヽ

も

一
千
∴

次
に

､

銀
行
の

手

許
に

凍
る

現

金

は

(

0

卜

已
で

あ
つ

て
､

銀
行

は
､

･.
本
瀕
的

預
金

〔

と

派
生

的

預
金

凍
高

村
粥

と
の

合
計
即
ち

頸

′

金
線
額
に

封

し
て

l

→

な

る

現

金

準
備
率
を

保
ち

う

る

よ

う
に

貸
出

を

行

う
ゐ

で

あ

る

か

ち
､

ス

♀
打

巴

は

現

金
(

7
已
と

等
し
く

た

り
､

㌧

n

-
C
-

-1

ス
n

＋
村

且
…

…
:

…
(

N

)

た

る

等
式
が

成
立
つ

｡

､

(

二
)

式
に

(
′

一

)

式
を

代
入
し

､

こ

れ

を

整
理

す
れ

ぼ
.

舛

‖

㌍

′

と

革
る

｡

.
七

れ

即
ち

､

一

銀
行
の

貸
出

可

能
限
度
に

関
す
る

彼
の

公
式
で

あ
つ

て
､

彼
は
い

一

銀
行
レ

二

千

弗
の

本
源
的

頭
金
が

行

わ

れ

■

た

場
合
灯

し

→

=
○

ト

/

粁

-1

戸
N

-

と

す
れ

ぼ
､

貸
出

可

能
限
度
は

､

訃

韓
=

蔓
設

､

r

酔
ち
二

千

九
十

七

弗
五

十

六

仙
と

な

る
､

主
述
べ

て

い

る
｡

(

㌢
c

㌢
富

加

‥

野
β
打

?
e
(

ぎ
ー

蔓
T

も
p
･

竺
-

芭

銀
行

竺
千

弗
の

奉
瀕
掛

野
金
に

基
い

て
､

言
九

十

七

弗

葦
六

仙
ま
で

貸
出
を

布
い

讐
湧
と

す
れ

号

霊
的

預

金
を

超
過

朗

信

舟

渡

静
と

乗

数
理

論



′

､

■

一

橋

粛

衰

夢
二

十
一

食

専
一

･

ニ

辞

●

/

す
る

貸
出
高
九

十

七

弟
五

十

六

仙
は

√

弥
か

に

銀
行
に
.

よ

つ
■

て

創
造
せ

■
も
れ

た

購
買
力
で

あ
■

る

と

看
い

う
る

で

あ

ケ
フ
｡

然
し

､

若
し

琴

の

金

準
備
率

至
一

十
パ

ー

セ

ン

ト

主
す
る

た

ら

ば
､

こ

の

場
合
の

貸
出

可

能
限
度
は

､

‖

粥

‖

‖

岩

冨
(

-

I
〇

.

N
)

郡
部
丁
什

眉

即
ち

僅
か

に

丸
首
五

十
三

弗
と

な
つ

て
､

か

か

る

場
合
に

は
､

銀
行
は

購
買
力
を

創
造
し

得
た

.
い

こ

と

と

な

る

と

云

心

ね

ぼ

た

ら
ぬ

｡

か

ぐ
の

如
く

､

彼
の

各

式
よ
サ

算
出
せ

ら
■

れ

る

貸
出

可

能
限
度
は

､

⊥
に

か

か

つ

て
､

r

紆
や

預
金

親
顧
虹

封

す
る

現

金

準
備
率
と

､

k

即
ち

派
生

的

預
金

痍
高
の

貸
出

高
に

射

す
る

比

率
と

に

よ
つ
■
て

定
ま

る
の

で

あ
つ

て
､

こ

の

二

つ

の

比

率
如

何
に

よ
つ

て

は
､

銀
行
の

貸
出

可

能
限
度
は

､

■
或
は

本
源
貯
預

金
以

上

と
た

り

或
は

以

下
と

た

る
ゐ

で

あ
･つ
て

､

銀
行
の

購
買
力
創

造
能
力
に

つ

い

て
､

全
く

相

反

す
る

二

つ

の

結
論
が

引
き

出
さ

れ

る

こ

と

と

た

る

の

で

あ

る
｡

然
る

に

彼
の

公

式
は

､

一

般
に

､

銀
行
の

溝
冥
力
創
造
能
力
を

立

野
す
る

▲ぢ

せ
の

と

考
え

ら
れ

て

い

る

の

は
､

r

上
k

と
が

､

木
坂
的

敷
金

以

上
の

貸
出
を

可

能
た

ら

し

め

る

与
フ

た

億
を

と

る

滝
の

で

あ

る

こ

と

を
､

暗
獣
の

う

ち

に

前
提

と

し

た

も
の

で

あ

ろ
う

｡

で

は
､

少

く
と

も
､

彼
が

推

定
し

た

よ

う
に

∵
r

J

が
一

〇
パ

ー

セ

シ

ト
､

k

が

二

〇
パ

ー

セ

ン

ト

の
■
債
を

と

る

こ

と

を

前
提
と

す
る

場

合
に

は
､

彼
■の

公

式
に

お

い

て

草
が

本
瀕
的

頸
食
の

T
〇
九

七
五

六

倍
と

た

る

事
賢
か

ら
､

銀
行
の

購
買
力
創

造
能
力
が

立

琵
せ

ら

れ

挺
ご

と

と

た

る

で

あ

ろ

う
■

か
｡

こ

の

こ

と

を

明

か

紅

す
る

為
に

は
､

彼
の

公

式
の

も
つ

意
味
を

吟
味
し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

の

で

あ

る

が
､

そ

の

為
に

は

先
ず

､

木
藤

舶
預
金
が

行

わ

れ
て

か

ち

そ
れ

が

消
失
す
る

ま
で

に
､

銀
行
の

現

金
･

本
瀕
的

預
金

･

貸
出

･

族
生

的

預

金
の

四

勘
定
に

起

る

襲
他
の

過

程
を

､

第
一

義
に

基
づ

い

て

考
察
す
る

こ
･
L

と

す
る

｡

ア

｢

か
巨
臣

卜

軒
r

ト
ト

尽

ド

巨
良
F
臣
1

.

♭
∴

㌻
巨
巨
巨

ト

ト
専

■

㌢
町

ゝ

P
F

や
卜
巨

∴

㌧
㌻
㌧

巨
.㌧
㌣

ト

ト
.
十
..

■

卜
叱

㍗
は



′ ●

増

一√

-＼
ヘ

ヤ

,

｢

∫ヽ

ー

二礼

､

-

一

1 表

( n 二
1) 取 引

｢ (
]

配
)

す

轟
｢

雛
)

(

ロ

十
N

)

(

廿
＋
い

)

(

日

＋

古
(

臼

＋
山

)

■(

日

＋
小
)

尋
欝

現 金 1 30 0 本源預金1
,
00 b

貸出 900 放 生 預金 90 0

n 取引( n 十1) 取 引

芸冨;33芸霊霊宝
1

,

;33 忠言33芸慧
,

芸
現 金 100 本源 預 金1

,
00 0

貸出 900 .

現 金 3 0 0 本 源預 金1
,
0 0 0

貸出 90 0 挨 生 預 金 2 0 0

6･1■

第一

現 金1
,
00 0 本 源 預金1

,
00 0

庶出 9 00 舐 左預金 900

現金 一
100 本歯 預 金1

,
00 0

貸出 90d

菰
野

一
見
甲
山

苧

現■金 1 00 本 源預 金1p O O

貸 出 90 0

現 金1
,
00 0 本源預 金1

,
0 0 0

現 金 3 0 0 本 顔預 金1 ,00 0

貸 出 90 0 派 生 預 金 劫0

現 金 10 0 本 源預 金1
,
00 0

貸 出 90 0

現 金 1 0 0 本源 雷 金1 , 00 0

貸 出 90 0

現 金 q 本 源 預金 0現 金1
,
0 0 0 本軒預 金1

,
0 0 0

昂
欝

一

昂
一
欝

∫
..

1
+
】
7

1

現 金 1(池 本療顎 金1
,
00 0

貸出 9 0 0'

現 金1
,0 0 0 本源 預 金1

,
0 00 ! 現 金 ･ 0 本 源預 金 0

現 金 0 本 源預 金 0

イ
･

(

一

)

(

n

+

こ

暗
黙
に

お

い

て
､

一

･
干

囲
の

本
源

.

的
預
金

に

基
い

て

九

百

囲
の

貸
出
が

行

わ

れ
､

そ

∵

れ

に

倖
づ

て

同

密
の

派
生

的

預

金
が

生

じ
た

も
の

と

す
る

｡

(

二
)

L

時
鮎
に

お

い

て
､

派
生

的

預

金
の

う
ち

七

首

囲
が

引

出

さ

れ

た

も
の

と

す
る

｡

(

三
)

占
三
時
鮎
に

お

い

て
､

放
生

的
.

預
金
の

餞

頗
二

百

囲
が

引

出
さ

れ

た

も
の

と

す
る

｡

(

四
)

ロ

＋
N

時
鮎
結

お

い

て

は

関
係
の

諸
勘
定
に

何
等
の

愛
化
も

た

か

つ

た

も
の

と

す
る

｡

(

五
)

n

十
山

噂
鮎
に

お

い

て
+

貸
出

九

官

囲
が

題

臍
せ

ら

れ

潅

も
の

と

す
か
｡

(

六
)

ロ

＋
ヰ

時
鮎
に
.

お
ー
い

て
､

本
顔
的

預
金

山

千

園
が

引

出

さ

れ

た

も
の

と

す
る

｡

-

そ

し

て
､

銀
行
に

起
る

▼
取

引

は
､

こ

の

(
】
〕

.
王
-

)

取

引
の

み

で

は

太

く
､

超

鮎
の

時
を

異
に

し
て

､

こ

れ
1
+

▼
■

"

‥戸
川

､

信
用

畢
葡
と

乗

教
理

諭



2
′

b

ノ
一

/

｢

痛

論

叢

第
ニ

､

十
二

審

第
一

.
･

二

靡

同
様
の

取

引
が

過

去

か

ら

清
爽
に

わ
′
た

つ

て

順
り

た

く

3
ノ

け

ら

カ
て

行
く
の

で

挙
つ

て
､

銀
行
の

■
｡

れ
ら

四

勘
定
の

腰

高
を

､

任

意
の

席
新
た

と

え

ば

㌻
十
本

)

時
鮎

に

お

い

て

捉
え

て
､

各
働
定
ご

と

に

合
計

す
れ

ぼ
､

第
二

表
の

合
計

欄
の

如
く

に

た

る
勺

彼
の

公
式
に

お

け
る

で

は
l

こ

の

よ

う
に

し
て

捉
え

ら
れ

た

預

金

粗
密
に

封

す
る

現

金
の

比

率
で

あ

り
､

ト

は

貸
出
に

封

す
る

族
生

的

預

金

攣
局
の

比

率
で

あ
る

｡

云

は

ば

彼
の

公
式
は

､

本
源

現
金

･

族
生

酪

預

金
･

敷

金
･

貸
出
の

四

勘
定
の

無
限
に

つ

づ

く

欒
化
を

､

㌧

任

意
の

時
鮎
に

お

い

て

切

断
し

､

そ

の

跡

断
面
に

現

わ

れ

た

こ

れ

ら
の

四

勘
定
の

諮
畳
問
の

関
係
を

見
出
さ

ん
と

す
る

も
の

で

あ

畠
｡

例
え

ば

第
二

表
の

A
口

計

欄
か

ら
､

"

溺

N

鮎
川

ウ
〟

〃
)

仙

四

鮎
川

○

溢
紗

-

も
0

0

郎
削

漣
ノ

阜
+

(

臼

十
-

)

野
望

(

臼

十
N

)

好
望

一
(

β

十
い

)

好
聖

(
臼

＋

吉

野
竺

中

､
叫
†

血

ア

帝
‖

田
紗

○

(
ビ

＋

占
昂
欝

画
+

ー

0

0

¢

0

0

矧
定

言
〇

一
梅
琵

芸
○

躍
紗

-

旦
盟
砂

岩

態
-
紛

】

も
0

0

‥

将
琵

苫
○

瀬
野

城
紗
-

)

0

0

〇

一
瀕

革
鈴
掛
-

}

菩
○

瀕
帯

域
紛
-

-

霊
○

】
策
軒
封
紗

N

壬

潮
笥
誠
紗
-

一

〇

〇

〇

血

ア

帯
出
邦

紗
-

〉

0

0

0

皆
押
八

坪
山

城

紛
■
笹
口

○

仙

国

幹

N

㌦

茎

]

確

賢

い
-

仇

e
O

い

サ

帯
出
凋

紛
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■

本
源
的

預
金

に

封

す
る

貸
出
の

比

率
を

算
払
す
る

こ

と
が

で

き
る

の

で

あ
つ

て

∵
品
が

彼
の

公

式
の

も
つ

意

簸
で

ぁ
る
･｡

し
か

し
､

｡

の

よ

う
に

ノ
し
て

算
出
せ

ら
れ

た

本
源
的
預

金
に

射
す
る

貸
出
の

比

率
を

も
つ

て
■､

本
汲
的
預

金
に

基
く

儲
行
の

貸
出

可

儲

-

限
度
と

見
る

た

う

ぼ
､

そ

れ
は

最
早

誤
り

で

あ

る
｡

本
源
的
預
金
の

九

剖
が

質

札
さ

れ

て

い

る

上

達
の

取

引
の

場
合
に

お

い

て
l

こ

の

よ

ぅ

に

し
. て

賃
出
せ

ら
れ

た

本
漁
的

預

金
に

対

す
る

貸
出
の

割
合
が

七

割
二

分
と

な

つ

て

い

.
る

こ

と
に

よ
ヴ

て

も
､

こ

の

こ

と

は

明

か

で

あ

ヽ

る
｡

′
彼
の

所

謂
派
生

的

預
金

彗
同

は
､

上

述
の

よ

う

に

し
て

捉
え

ら
れ

た

も
の

で

あ

る

限
り

l

派
生

的

預

金
に

堰
常
的

彗
同

が

存

在
す
.る

こ

と

は
､

寧
ろ

常
然
で

あ

る
｡
′

し

か

し
､

個
.

々

の

取

引

を

廃
退

的
に

見
る
.
と

き

は
J

瀕
生

的
預

金
ば

零
と

な

る
べ

き

も
の

で

あ
つ

て
ー

銀
行

の

貸
出

可
能
限
度
は
+

個
々

の

取

引
に

つ

い

て
､

放
生

的

預

金
が

零
と
.

な

つ

ね
と

き
に

お

い

て
､

こ

れ

を

捉
え

た

け

れ

ぼ

な

ら
た

い

の

で

あ
る

｡

l
因
に
+

銀
府
が

本
源

的

預

金
の

九

割
を

ノ

貸
出

し

た

場
合
に

､

現

金

準
備
率
が

一

〇
パ

ー

セ

ン

ト

主

な

つ

た

と

き

は
. ､

貸
出
に

基
く

荻
生

的
預

金
の

仝

頻
が

引
き

出
さ

れ

た

と

き
で

あ

る
｡

個
々

の

族
生

的

預
金

を

経
過

的
に

見
る

場
合
に

も
■､

攣
局

が

存
在
す
る

こ

と

は

あ
り

得
る

｡

そ

れ

は
､

僧
入

金
の

一

部
が

使

用
せ

む

れ

な

い

で
､

そ
の

ま

ま

返
臍
せ

ら
れ

る

場
合
で

あ

る
｡

し

か

し
､

ヱ

の

喜
つ

に

し
て

生

じ

た

族
生

的
預

金

残

高
を

､

貸
出
可

能
限

度
を

算
定

す
る

場
合
の

要
素
の

十
っ

と

す
る

こ
■
と
■

は
l

､

そ

れ
自
髄
既
に

無
意

味
で

あ

る
｡

け

だ

し
､

支
出
さ

れ
な

い

筈
の

か

滋
は

､

峡
湾
上

限
り

滋

ヽ

ヽ

･
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く

貸
出

す
こ

と
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出
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も

か
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で
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る

｡
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と
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､
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一

■
銀
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貸
出
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度
を
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出
す
る

公

式
と
た

る
｡

､
そ

し

で
､
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の

公

式
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お

い

て
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行
は

木
藤
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預

金

と

し
て

受
入
れ

溌

現
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貸
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を
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が
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を
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れ
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が
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得
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